
当
館
に
は
、
秋
田
県
北
部

を
横
断
し
て
い
る
米
代
川
の

全
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

「
米
代
川
絵
図

（
Ａ
二
九
〇

」

一
一
四

一
一
三
）
が
あ

－
－

り
ま
す
。
長
さ
が
三
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
見
応
え
の
あ
る
絵

図
で
す
。
川
幅
や
水
深
、
用

水
路
と
引
水
の
た
め
の
関
根

も
見
ら
れ
、
付
箋
に
は
様

。々

な
情
報
が
書
か
れ
て
い
ま
す

図
１
の
右
側
が
南
部
藩
領
で

あ
っ
た
鹿
角
方
面
で
、
左
側

が
能
代
湊
方
面
で
す
。

図
２
に
は
南
部
領
土
深
井

周
辺
の
米
代
川
の
中
に
南
部

藩
と
秋
田
藩
の
境
界
が
点
線

で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
度
重

な
る
洪
水
の
度
に
紛
争
が
起

き
て
い
た
た
め
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
に
幕
府
の
裁

許
に
よ
り
米
代
川
の
真
ん
中

に
藩
境
を
確
定

し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
国

境
で
も
あ
り
ま

し
た
。
国
道
七

号
線
沿
い
に
は

「
南
部
・
秋
田

藩
境
」
の
標
柱

が
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
下
っ
て
大
館
市
に
入
り
ま
す
。
米
代
川
に

い
く
つ
も
の
関
根
留
を
築
い
て
米
代
川
か
ら
取
水
し
て

関
根
留
長

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
山
館
村
で
は
「

」
の
長
さ
に
及
ぶ
関
根
留
を
築
い
て
い
ま

百
五
拾
七
間

す
（
図
３

。
周
辺
の
村
に
と
っ
て
米
代
川
か
ら
の
用
水

）

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
下
っ
て
、
支
流
で
あ
る
阿
仁
川
と
藤
琴
川
が

（

、

合
流
す
る
間
に
あ
る
二
ツ
井
の
き
み
ま
ち
坂

畜
生
坂

の
ち
郭
公
坂
、
馬
上
坂
、
徯
后
坂
）
周
辺
に
辿
り
着
き

か
っ
こ
う

き
み
ま
ち

ま
す
。
図
４
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
羽
州
街
道
は
荷
上

、

場
と
小
繋
間
で
藤
琴
川
と
籠
山
に
遮
ら
れ
て
い
た
た
め

米
代
川
の
舟
運
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

籠
山
南
端
の
き
み
ま
ち
坂
と
七
座
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
川
幅
が
狭
く
大
き
く
蛇
行
し
て
お
り
、
多
く
の

通
行
人
に
と
っ
て
の
難
所
で
し
た
。
津
軽
藩
主
が
参
勤

交
代
で
こ
の
場
所
を
利
用
し
た
際
に
は
、
無
事
に
通
過

し
た
こ
と
を
飛
脚
を
使
っ
て
国
元
に
知
ら
せ
る
程
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
吉
田
松
陰
も
雪
解
け
の
洪
水
に

遭
い
、
藤
琴
川
を
遡
っ
て
き
み
ま
ち
坂
を
越
え
た
事
を

日
記
に
記
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
米
代
川
と
人
々
と
の
関
わ
り
を
絵
図

。

を
見
な
が
ら
思
い
描
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

当
館
に
は
多
く
の
絵
図
が
あ
り
ま
す
の
で
、
閲
覧
室
の

「
絵
図
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
な
ど
で
自
由
に
ご
覧
い

。

。
【

】

た
だ
け
ま
す

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い

一
関
修
二
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「
古
文
書
解
読
講
座
」
は
六
月
下
旬
か
ら
七
月
中
旬

に
開
催
の
予
定
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
館
内
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

米
代
川
道
中
記

～
「
米
代
川
絵
図
」
を
た
ど
る
～

「米代川絵図」(A290-114-113 85cm×337cm)(図1)

図2

図3

図4
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「
山
崎
文
庫
」
は
、
秋
田
県
職
員
で
郷
土
史
研
究
家
で

も
あ
っ
た
山
崎
眞
一
郎
の
旧
蔵
資
料
で
す
。
山
崎
が
昭
和

二
十
年
か
ら
二
十
二
年
（
一
九
四
五
～
一
九
四
七
）
に
山

本
及
び
平
鹿
地
方
事
務
所
（
現
・
地
域
振
興
局
）
に
勤
務

し
て
い
た
頃
、
制
作
に
関
わ
っ
た
普
及
ポ
ス
タ
ー
の
原
画

が
四
点
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
作
画
は
、
戦
前
か
ら
横
山
隆

一
や
清
水
崑
ら
と
共
に
活
躍
し
て
い
た
漫
画
家
の
池
田
さ

ぶ
ろ
（
本
名
・
池
田
三
郎
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。

今
回
は
四
点
の
中
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
に
作
画

さ
れ
た
「
清
掃
美
化
運
動
ポ
ス
タ
ー

（
山
九
五
五
）
を
紹

」

介
し
ま
し
ょ
う
。
終
戦
後
の
日
本
は
、
戦
災
に
よ
る
イ
ン

フ
ラ
設
備
の
破
壊
や
荒
廃
、
ま
た
戦
時
中
の
衛
生
行
政
機

能
の
低
下
に
よ
り
、
衛
生
環
境
が
極
度
に
悪
化
し
た
状
況

で
し
た
。
ま
た
、
各
地
の
学
校
で
は
、
戦
災
や
終
戦
直
後

の
混
乱
、
物
資
不
足
な
ど
か
ら
、
児
童
の
衛
生
指
導
や
校

舎
内
の
美
化
も
行
き
届
か
な
い
状
況
で
し
た
。

当
時
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
発
疹
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
な
ど
伝
染
病

の
蔓
延
を
問
題
視
し
、
媒
体
で
あ
る
シ
ラ
ミ
ほ
か
の
駆
除

を
各
府
県
に
指
示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
も
、

秋
田
県
の
地
方
事
務
所
が
、
所
管
す
る
町
村
に
衛
生
環
境

の
向
上
を
普
及
す
る
た
め
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

右
の
漫
画
は
、
学
校
を
美
化
す
る
た
め
、
廊
下
の
壁
面

に
先
生
や
生
徒
の
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
様

子
で
す
。
火
の
用
心
を
「

」
と
描
い
て
い
る

CA
RE

FIRE
所
に
、
米
軍
進
駐
下
の
時
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
名
を
「
山
崎
眞
一
郎
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
池
田
さ
ぶ
ろ
の
ユ
ー
モ
ア
感
覚
も
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
下
の
漫
画
は
、
子
供
た
ち
が
道
路
を
清
掃
し
、。

抜
い
た
雑
草
を
集
め
て
堆
肥
の
元
に
し
て
い
る
様
子
で
す

霜
降
色
の
学
童
服
姿
で
坊
主
刈
り
の
男
児
が
「
フ
ジ
サ
ン

ヨ
リ
タ
カ
ク
ツ
ン
デ
ヤ
ル
ゾ
（
富
士
山
よ
り
高
く
積
ん
で

や
る
ぞ

」
と
雑
草
を
受
け
取
る
下
で
、
も
ん
ぺ
姿
で
お
か

）

っ
ぱ
頭
の
女
児
が
落
ち
葉
を
掃
い
て
い
ま
す
。
終
戦
の
翌

年
も
深
刻
な
食
糧
不
足
が
続
き
、
農
作
物
増
産
の
た
め
堆

肥
の
増
産
も
地
方
農
政
の
重
要
課
題
で
し
た
。

「
新
憲
法
漫
画
い
ろ
は
歌
留
多

（
国
立
国
会
図
書
館
所

」

蔵
）
に
能
代
第
一
中
学
校
が
出
て
お
り
、
ま
た
昭
和
二
十

年
の
「
供
出
米
ま
ん
が
絵
解
き

（
山
一
一
二
五
）
に
「
山

」

本
地
方
事
務
所
案
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
池

田
さ
ぶ
ろ
が
終
戦
後
に
秋
田
県
内
に
居
て
、
地
方
事
務
所

か
ら
作
画
を
依
頼
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
館
で
は
池
田
さ
ぶ
ろ
の
原
画
と
し
て
、
他
に
「
児
童

生
活
指
導
漫
画

（
山
八
六
三
）
と
「
道
路
愛
護
マ
ン
ガ
双

」

六

（
山
九
五
七
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
昭
和

」
二
十
二
年
の
作
画
で
、
山
崎
眞
一
郎
が
平
鹿
地
方
事
務
所

に
勤
務
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
す
。
当
館
所
蔵
の
池
田

さ
ぶ
ろ
の
作
画
四
点
は
、
い
ず
れ
も
農
村
の
生
活
を
モ
チ

ー
フ
に
描
か
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
政
府
の
政
策
を
県
民

に
普
及
す
る
目
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
温
か
み
を

感
じ
さ
せ
る
穏
や
か
な
画
風
で
す
。
ま
た
、
資
料
が
少
な

い
終
戦
直
後
に
関
し
て
、
秋
田
県
内
の
農
村
の
人
び
と
の

暮
ら
し
を
漫
画
の
形
で
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
伝
え
て
い
る

。

【

】

大
変
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す

柴
田
知
彰

県
地
方
事
務
所
の
普
及
ポ
ス
タ
ー

～
終
戦
後
の
秋
田
の
農
村
を
漫
画
化
～


